
ご利用を

事業者の皆さんへ

募集します
①後期高齢者医療保険料、②
介護保険料の納入通知書の
封筒への広告掲載
内広告枠は封筒裏面の縦5.5㌢
×横9㌢。広告内容などを審査
し、最高額のものを掲載
発送予定数量:①約29万1000
通、②約31万2000通
最低申込価格:①16万円、②8
万6000円
申所定の申込書で、①4月22日
㈮、②5月2日㈪(いずれも必着)ま
でに、①保険年金課、②介護保険
課へ。申込書は同課、市HPで
問①電504-2158、フ504-2135、②
電504-2173、フ504-2136

被爆体験①証言者、②伝承者
③家族伝承者

対象者 応募資格
1 自らの被爆
体験と平和へ
の思いを語る
人

どなたでも

2 被爆体験証
言者の被爆体
験や平和への
思いを受け継
ぎ、それを伝え
る人

5年以上活動を
行う自信がある
人

3 家族である
被爆者の被爆
体験や平和へ
の思いを受け
継ぎ、それを伝
える人

②の応募資格
に加え、被爆者
の家族である
人（被爆者本人
が講話内容の
確認に協力で
きる場合に限
る）

研修期間①おおむね1年、②③
おおむね2年
募集説明会の日①～③5月11日
㈬、15日㈰、21日㈯の10:00～
11:00、13日㈮14:00～15:00
※いずれかに参加必要
募集説明会の場①～③平和記
念資料館
申所定の申込書で、5月31日㈫
（必着）までに、平和推進課へ。
申込書は募集説明会（申し込み
不要）で配布
問電242-7831、フ242-7452

中・高校生ピースクラブ
対中・高校生*
日5月～来年3月(月1～2回、主
に㈯、㈰)。全10回程度
場平和記念資料館、長崎市ほか
内原爆の被害や平和について
学び、平和のメッセージを伝える
¥県外学習の交通費・宿泊費など
申電話かファクスで、4月28日㈭
までに、必要事項(6㌻左)と学校
名を、同館啓発課へ。抽選40人
程度。詳しくは同館HPで
問電242-7828、フ247-2464

「威風堂々クラシック」①オー
ケストラ団員、②ソリスト・ア
ンサンブル奏者
対楽器の手配、運搬が可能な中
学生～27歳（18歳未満は保護
者の同意が必要）で、①練習に
全て参加できる人、②県内に在
住か出身者　
内9月17日㈯、18日㈰開催の世
界的指揮者・大植英次氏プロ
デュースの音楽イベントで演
奏。②8月31日㈬に同氏による
審査あり
申①イベントHPで、5月10日㈫
までに、②所定の申込書で7月
29日㈮17:00（必着）までに、同
実行委員会へ。申込書はJMS
アステールプラザ、区民文化セ
ンター、同会HPで。先着①100
人、選考②若干名
問電244-0750、フ245-0246

ユースピースボランティア
対市内に在住か通学・活動の
高校生*～22歳で、英検2級程
度の英語力がある人
日研修会:5月29日、6月19日、7
月10日の㈰(予定)、各3～4時間
程度
ガイド活動:8月～来年3月まで
の㈰（月1回）
場平和記念公園周辺
内同園を訪れる外国人に被爆
の実相を英語で伝える
申所定の申込書で、4月28日㈭
（必着）までに平和文化セン
ター平和市民連帯課へ。申込
書や募集チラシは同センター
HPなどで。選考で高校生*10
人、大学生相当年齢5人
問電242-8872、フ242-7452

創業予定者、創業後間もない
中小企業を支援します
対市内で創業予定の人か、事業
開始後3年未満の中小企業者
で、事業が県信用保証協会の保
証対象業種であるなど
内事業計画の策定支援、専門家
派遣、創業資金融資
融資限度額:2000万円
貸出利率:年0.5％(別途保証料
が必要)
※無担保・無保証人（法人は代
表者を保証人とする）
申所定の申請書を、中小企業支
援センターへ。申請書、募集要
項は、同センター、ものづくり支
援課、市HPで。年3回募集(締め
切りは、第1回5月10日㈫、第2回
7月29日㈮、第3回10月21日㈮)。
詳しくは募集要項などで
問電278-8032、フ278-8570

ごみステーションの管理用
具の貸し出しと補助金制度
対10世帯以上が利用する、屋
外のごみステーションを管理す
る自治会などの代表者
内①ごみステーションの管理
用具の貸与、②ごみボックスの
購入などの補助
申所定の申込書で、①来年3月
31日㈮、②今年12月28日㈬まで
に、各環境事業所か業務第一
課へ。申込書は環境事業所、区
維持管理課で
問業務第一課（電504-2220、フ
504-2229）、各環境事業所
事業所名／担当区 電話番号
中／中区・東区 241-0779
南／南区 286-9790
西／西区 277-6404

安佐南／安佐南区 848-3320
安佐北／安佐北区 814-7884
安芸／安芸区 884-0322
佐伯／佐伯区 922-9211

子育て世帯の住宅団地への
住み替えを支援します
①リフォーム費補助
対住宅団地内にある空き家の
所有者（法人は除く）か空き家
へ入居する子育て世帯
②家賃補助
対空き家へ入居する子育て世帯
補助率:①リフォーム工事費の2
分の1、②家賃の2分の1
上限額:①50万円、②2万円／月
（最長24カ月）　※詳しくは募
集案内で
申所定の申込書で、12月28日

緑のカーテン設置補助金
対次の全てを満たす市内に在
住の人か市内の事業所　●市
内に緑のカーテンを設置　
●今年度他の公的補助制度を
利用しない　●過去2年間に
同補助金を受けていない
内プランター、支柱、ネット、
種、苗、土、肥料、殺虫剤などを
対象に、購入費用の2分の1(上
限1万円、100円未満切り捨て)
申所定の応募用紙で、5月20日
㈮(必着)までに、みどり生きも
の協会経営企画課へ。応募用
紙は同課、区役所、公民館、同
協会HPなどで
問電228-0815、フ228-1891
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物品の売買・委託業務などの
競争入札参加資格審査申請
の追加受け付け
対令和4年に、市、水道局が発
注する物品の売買、借り入れ、
修繕・製造の請負、役務の提供
(建設コンサルタント業務を除
く)の競争入札への参加を希望
する事業者
申市HP「業者登録受付システ
ム」で入力期間中に申請書を作
成し、必要書類を添え、5月16日
㈪17:00（必着）までに、物品契
約課へ。HPが利用できない事
業者は、お問い合わせを
入力期間4月20日㈬～28日㈭の
平日8:30～17:15
問電504-2083、フ504-2612

なんでも相談
①電話相談
内さまざまな悩みや不安の相
談に電話応対

電話 時間

女性
（電248-3315）

10:00～16:00
(㈬・㈭は

17:00～20:00も)

男性
(電545-6160)

㈬17:00～20:00
㈯13:00～16:00

②女性のための面接相談
内専門相談員による応対

内容 日にち
法律相談 毎月第1･2㈭
就労支援相談 毎月第2㈯
こころの相談 毎月第4㈭
時間13:00～16:00
場ゆいぽーと
申②電話（電248-3312）で前日
までに
問電248-3312、フ248-4476
休㈪、4月29日、5月3日～5日

地域が設置する防犯カメラ
の費用の一部を補助
対防犯活動を行っている町内
会・自治会、防犯組合など
対象経費:防犯カメラの購入と
その設置工事、防犯カメラの設
置を示す看板の設置工事の費
用
補助額:対象経費の4分の3以
内(1台につき上限30万円)
申所定の事前協議書と必要書
類を、6月30日㈭(必着)までに、
区地域起こし推進課へ。事前協
議書などは同課、市HPで。選考
50台程度
問市民安全推進課(電504-2714、
フ504-2712)、区地域起こし推進
課(フは6㌻左)
区 電話 区 電話
中 504-2820 安佐南 831-4926
東 568-7705 安佐北 819-3905
南 250-8935 安芸 821-4905
西 532-1023 佐伯 943-9705

産業廃棄物には各種届出(法
定)が必要です

対象事業者 届出内容
前年度に産業廃棄
物管理票(マニフェ
スト)を交付した事
業者

マニフェス
ト交付等状
況報告書

前年度にポリ塩化
ビフェニル(PCB) 
廃棄物を保管か高
濃度PCB使用製品
を所有していた事
業者

PCB廃棄物
等の保管及
び処分状況
等届出書

多
量
排
出
事
業
者

産業廃棄物の
前年度発生量
500トン以上

産業廃棄物
処 理 計 画
書、産業廃
棄物処理計
画実施状況
報告書

特別管理産業
廃棄物の前年
度発生量50ト
ン以上

特別管理産
業廃棄物処
理計画書、
特別管理産
業廃棄物処
理計画実施
状況報告書

申所定の届出書で、6月30日㈭
までに、産業廃棄物指導課へ。
届出書は同課、市HPで
問電504-2225、フ504-2229

湯来こんにゃく学校
対修了後、地域の人と協力し
て、湯来町でこんにゃく栽培な
どを実践する人（栽培から加工
まで丁寧に教えます）
日8月を除く5月～11月の第4㈬
（5、11月は第2㈬も）の9:00～
15:00。全8回
場佐伯区湯来町多田打

うつおだに
尾谷

（湯来温泉近く）　¥ 5,000円
申郵送で、必要事項（6㌻左）、
職業を4月30日㈯（消印有効）ま
でに、同校（〒738-0513 佐伯区
湯来町伏

ふしだに
谷2198 山根方）へ。

選考10人程度
問電0829-83-0784

シティカレッジ
対高校生*以上

講座名 期間・時間
1 広島女学院大学
誰一人取り残されな
い社会へ-多分野に
おけるSDGsの展開-

5/12～6/2の
㈭、18:00～
19:30。全4回

2 安田女子大学
日常のストレスに
ついて心理学から
考える

5/21㈯
10:30～12:00、
13:00～14:30、
14:40～16:10。
全3回

場合人社ひと・まちプラザ
申来館か電話、ファクスで、必要
事項（6㌻左）を、文化財団ひと・
まちネットワーク部管理課へ。
先着①②各30人
問電541-5335、フ541-5611

創業ワンコインセミナー
「『起業したい！』あなたが最
初にするべきこととは？」
対創業予定か、創業間もない人
日6月7日㈫19:00～21:00
場合人社ひと・まちプラザ
講師中小企業診断士・牧野恵美子
氏
¥ 500円
申所定の申込書か中小企業支
援センターHPで。申込書は、同
センター、市役所市民ロビー、
ものづくり支援課、区役所、同
センターHPなどで。先着25人
問電278-8032、フ278-8570

野菜づくり基礎講座
対市内に在住か通勤の人
開催日 会場
1 4/20㈬ 安佐南区地域福祉センター
2 4/22㈮ 佐伯区地域福祉センター
3 4/25㈪ 安芸区地域福祉センター
4 4/27㈬ 安佐北区地域福祉センター
時間14:00～15:15
内春夏野菜の栽培管理や病害
虫の対策
申当日会場で。13:30から入場
開始。先着①②各50人、③70人、
④40人
問農林水産振興センター農
林振興課（電845-4347、フ845-
4350）

日本語ボランティア養成講座
①Ⅰ入門者向け・②Ⅲ経験者向け
対18歳以上、②2年以上活動し
ている人
日①6月2日～30日の㈭、13:00
～14:30。全5回、②5月15日～6
月26日の㈰、14:00～15:30。全7回

場国際会議場
内地域で暮らす外国人とのコ
ミュニケーションの取り方やサ
ポートの方法を学ぶ
講師YMCA専門学校日本語専
任講師・福永尚子氏ほか
申平和文化センター国際市民
交流課HPで、5月8日㈰までに
問電242-8879、フ242-7452

㈬までに、住宅政策課へ。募集
案内は同課、区役所、市HPなど
で。予算の範囲内で先着順
問電504-2292、フ504-2308




